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魚のつかみどり体験　
　９月15日、鮎貝小学校の１，２年生が箕和田地内で魚のつかみどりを体験しました。鮎貝堰土地改良区の「田んぼの学校」
として行われたもので、ヤマメやニジマスなどが水路に放されました。魚の動きに素早く反応し追いつめる子、捕まえたとこ
ろでツルンと魚に逃げられる子などさまざまでしたが、最後は捕まえた魚を炭火焼きにしてみんなでいただきました。
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使ったお金は

79億6,149万円

歳入総額　82億9,656万円

町税
11億5,619万円

13.9％

その他
（自主財源）
9億2,196万円

11.0％

地方交付税
38億76万円

45.8％

国庫支出金
3億5,215万円

4.3％

県支出金
4億7,662万円

5.8％

町債
11億5,832万円

14.0％

その他
（依存財源）
4億3,056万円

5.2％

特別交付税
3億4,111万円

4.1％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 5,151万円  0.6

使用料及び手数料 1億3,066万円  1.6

財産収入 1,151万円  0.1

寄附金 1,130万円  0.1

繰入金 2億5,614万円  3.1

繰越金 3億5,763万円  4.3

諸収入 1億　321万円  1.2

小　計 9億2,196万円 11.0

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 4億0,854万円  4.9

固定資産税 5億7,811万円  7.0

軽自動車税 3,428万円  0.4

たばこ税 7,718万円  0.9

入湯税 1,039万円  0.1

都市計画税 4,769万円  0.6

小　計 11億5,619万円 13.9

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 1億6,161万円 2.0

利子割交付金 1,021万円 0.1

配当割交付金 105万円 0.0

株式等譲渡所得割交付金 97万円 0.0

地方消費税交付金 1億6,034万円 1.9

自動車取得税交付金 5,596万円 0.7

地方特例交付金 3,724万円 0.5

交通安全対策特別交付金 318万円 0.0

小　計 4億3,056万円 5.2

特別会計・事業会計
歳　入 歳　出

十王財産区特別会計 206万円 34万円

下水道特別会計 9億　 51万円 8億8,626万円

国民健康保険特別会計 13億4,736万円 12億9,501万円

老人保健特別会計 17億6,800万円 17億6,081万円

農業集落排水特別会計 2億　308万円 2億　104万円

訪問看護特別会計 5,004万円 3,677万円

介護保険特別会計 11億8,075万円 11億6,891万円

水道事業会計＜収益的収支＞（税抜） 3億5,315万円 3億1,607万円

水道事業会計＜資本的収支＞（税込） 4,711万円 1億9,652万円

病院事業会計＜収益的収支＞（税抜） 11億9,417万円 11億5,967万円

病院事業会計＜資本的収支＞（税込） 5,720万円 2億3,783万円
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11億5,705万円
13.4％

9億1,014万円
10.5％

8億6,565万円
10.0％

11億7,200万円
13.6％

35億21万円
40.5％

3億5,096万円
4.1％

平成15年度
総額86億4,279万円

平成16年度
総額82億9,656万円

自 

主 

財 

源

依 
 

存  

財  

源

3億837万円
3.6％

38億5,117万円
44.6％

3億7,841万円
4.3％

普通交付税
34億5,965万円

41.7％

決 算

（   ）

（    ）
（    ）

（    ）

注）金額等の数値は、地方財政状況調査に準じた数値を使用しています。

減税補てん債等の借換分
2億1,840万円を含む
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地方債(借入金)残高の推移

123億6,731万円

129億6,771万円

133億1,330万円133億5,904万円
134億5,203万円

100億円

105億円

110億円

115億円

120億円

125億円

130億円

135億円

140億円

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

歳出総額　79億6,149万円

人件費
15億4,302万円

19.4％

公債費
20億691万円

25.2％

扶助費
5億3,881万円

6.7％

物件費
7億1,550万円

9.0％

維持補修費
2億0,488万円

2.6％

補助費等
9億2,318万円

11.6％

投資的経費
7億7,000万円

9.6％

その他
12億5,919万円

15.9％

普通建設事業費
7億2,136万円

9.0％

災害復旧事業費
4,864万円
0.6％

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 1億5,688万円  2.0

投資及び出資金、貸付金 2億2,080万円  2.8

繰出金 8億8,151万円 11.1

小　計 12億5,919万円 15.9

歳出を目的別に見てみると
　　区　分　　　　　　金　　額　　　前年比（一人当たり金額）　

●民生費   16億3,110万円 12.3％（97,084円）
　老人短期入所施設整備に対する支援や介護予防地域支え合い事業、障害者支援費
制度など高齢者・障害者福祉の推進に取り組みました。子育て支援として、乳児保
育など特別保育事業をはじめ町内２カ所で放課後児童健全育成事業を実施したほか、
次世代育成支援行動計画の策定、ひがしね保育園大規模修繕事業に取り組みました。
また、介護保険、国民健康保険、老人保健特別会計への繰出も行いました。

●衛生費　   7億723万円　18.5％（42,095円）
　日常的な健康づくりや疾病予防を積極的に推進するため、策定した「白鷹町健康
増進計画」を具体的に推進するとともに、国保会計と連携し各種検診事業等を実施
したほか、介護老人保健施設の整備を支援しました。環境保全対策については、環
境基本計画に基づき環境・地球にやさしいまちづくりを推進するため、紙ごみ及び
ペットボトル、プラスチックなどの資源化に向けた取り組みをはじめ、不法投棄防
止に向けた巡回指導、環境教育基金事業の実施など、関係団体や町民の皆さんと一
体となって取り組みました。また、生活環境の改善と水質保全に向けて、合併浄化
槽設置整備事業や個別排水処理施設整備事業に取り組り組みました。

●農林水産業費　5億3,041万円△45.6％（31,570円）
　耕作放棄地の防止と地域の活性化を支援するため中山間地域等直接支払い事業を
実施したほか、水田畑地化事業ややまがた園芸農業拡大推進事業などにより付加価
値の高い農産物を生産するための基盤づくりに努めました。また、農林業の産地育
成と町内資源をネットワークした交流促進等を図るため「食と農村交流施設」を整
備しました。さらに、堆肥利用により低農薬にも対応できる土壌づくりを行い環境
保全型農業の推進に取り組んだほか、各種基盤整備や農地流動化の推進、家畜排せ
つ物の適正処理と利用促進を図りました。林業面では、保全松林健全化整備事業な
どを実施したほか、森林管理道白鷹東部線の整備に着手しました。

●商工費　1億7,344万円 △16.3％（10,323円）
　町内の経済状況が依然として厳しい中、商工業に対する活性化施策として、引き
続き金融対策事業や工業技術力強化推進事業、白鷹サテライトオフィス設置事業、
企業誘致や受注拡大に向けた支援などを行いました。また、情報産業拠点施設も引
き続き２棟整備し計６棟となり、全て事業者が入居し事業活動を行っています。観
光交流面では、観光４シーズン化の推進を図りました。また、白鷹町食の文化街道
推進会議が「食アメニティ・コンテスト」において農林水産大臣表彰を受けたこと
で観光交流展開の励みとなりました。町制施行50周年を記念して「白鷹町ふるさと
交流大使」を委嘱し、情報提供や提言等をいただきました。

●土木費　9億3,030万円 △16.6％（55,372円）
　佐野線など幹線町道や生活関連町道を計画的に整備するとともに、除雪等により
冬期間の交通の確保を図りました。また、国道や主要地方道など県事業に対する負
担も行いながら幹線道路網の整備に努めてきました。鮎貝まちづくり事業について
は、鮎貝土地区画整理組合の事業と連動して、町道大町西神明町線や粡町天狗林線
を整備するとともに、県施工の都市計画道路荒砥鮎貝線等の事業推進を図ってきま
した。このほか、生活環境の改善と水質保全に向けて下水道特別会計への繰出も行
いました。

●教育費　5億5,082万円 △28.8％（32,785円）
　小学校における少人数指導への対応、総合的な学習の推進、外国青年招致事業や
教育相談事業などに取り組んできました。また、小中高連携の中でキャリア教育の
推進を図るとともに、荒砥高校の活性化に向けた支援も行いました。生涯学習・ス
ポーツ面では、体験活動や分館活動を推進する地域の子ども育成支援事業や町民主
体の白鷹学講座、住民主体の地区公民館運営への移行準備、学び舎のうたＣＤ製作
支援等を行ったほか、町民プール改修や各種スポーツ大会の開催などを行いました。
文化振興面では、伝統芸能保存事業として「高玉芝居」の定期公演を開催したほか
文化財保護調査事業などを行いました。

●その他　34億3,819万円  8.6％（204,641円）
　総務費では、町制施行50周年記念事業の開催、町役場などでのＩＳＯ14001認証
取得、協働のまちづくり行動計画の策定、後期過疎地域自立促進計画の策定、（仮
称）男女共生交流センター整備構想の策定、減債基金・公共施設整備基金の積立な
どを行いました。消防費では、西置賜行政組合への負担金のほか防火水槽など消防
施設の整備を行いました。災害復旧費では、７月の集中豪雨での道路や河川、農地、
林業、観光等の施設の災害復旧に対応しました。これらのほか議会費（議会を運営
するための費用）、労働費（勤労者を支援するための費用）、公債費（借入金返済）
に使われました。

使われたお金

473,870円

納めていただいた町税

68,817円

地方交付税・国県支

出金・地方債など

町民一人あたりの金額は、平成17年3月31日現在の

町の住民基本台帳人口16,801人で割ったのものです。

町民一人あたりで見てみると（一般会計分）

借入金の残高

736,105円

424,997円

平成15年度
総額82億8,516万円

平成16年度
総額79億6,149万円

義 

務 

的 

経 

費

任 

意 

的 

経 

費

15億5,824万円
18.8％

17億9,400万円
21.7％

4億9,313万円
5.9％

8億920万円
9.8％

2億4,829万円
3.0％

9億7,485万円
11.8％

10億4,921万円
12.7％

13億5,391万円
16.3％

433万円
0％

13億5,824万円
16.3％

（    ）
（    ）

（  ）

（   ）

減税補てん債
等の借換分
2億1,840万円

を含む
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第２次行財政改革の取り組み

行 革 ～４年間の実績～

　町では、平成13年度から平成17年度までを計画期間とした「第２次白鷹町行財政改革大綱」を策定し、行

財政改革に関する様々な取り組みを行ってまいりました。今回、平成17年度から平成21年度までを計画期間

とする第３次行財政改革大綱（集中改革プラン）を策定することから、平成13年度から平成16年度までの４

年間を第２次行革の取り組み実績としてまとめました。主な取り組み内容や成果は以下のとおりです。

●事務事業の見直し
　・移動町長室の開催（15回開催）や広報直通便（206件）による行政ニーズの把握を行いました。
　・毎週月曜日の役場業務延長による住民サービスの拡充を図りました。（H14.10から全職場で実施）
　・病院事務の民間委託を実施しました。
　・庁内情報ネットワークの活用による事務の効率化を図りました。

●組織機構の見直し
　・建設課と上下水道課の統合をはじめとした課・係の統合を実施しました。
　・地域主体の地区公民館の運営を平成17年度から実施しています。
　・各種審議会への女性登用率の向上を図りました。（H13　25.45％　→　H16　29.10％）

●定員管理及び給与の適正化
　・収入役ポストを廃止しました。
　・退職勧奨や退職不補充による職員の削減を実施しまし
　　た。＜一般会計の職員17名削減（－8.9％）＞
　　（効果額①　１億7,800万円）
　　　　＊収入役ポスト廃止分含む
　・特別職の報酬カットや職員手当のカットを行いました。
　　（効果額②　　　　1,925万円）
　・時間外手当の縮減を図りました。
　　（効果額③　　　　6,263万円）

職員削減の効果額
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報酬、手当カットの効果額
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時間外手当削減の効果額
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＊「一般会計の職員」には、病院・上下水道・介護保険・
　訪問看護・国保事業など特別会計の職員は含みません。
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●職員の能力開発
　・人材育成基本方針を策定しました。（H16.3月策定）
　・接遇研修、公務員倫理研修、政策研修など職員研修の充実を図りました。
　・平成16年度より職員提案制度を実施しました。

●行政の情報化の推進
　・各種申請書のダウンロードサービスの開始など町ホームページを充実しました。

●財政の健全化
　・補助金の見直しを図りました。
　　（効果額④　　　　3,917万円）
　・物件費（経常的なもの）の削減に努めました。
　　（効果額⑤　　　２億381万円） 
　・特別会計への繰出し金を見直しました。
　・遊休資産等の処分を行いました。
　　（効果額⑥　　　　　702万円）
　・公共工事の建設コスト削減に努めました。
　　（効果額⑦　　　　2,080万円）

●その他
　・白鷹町自立のまちづくり計画を策定しました。（H17. ２月策定）
　・白鷹町協働のまちづくり条例を制定しました。（H16. ３月制定）
　・環境ＩＳＯの認証を取得しました。（H16. ９月取得）

以上の取り組みの結果、平成13年度から平成16年度までの４年間で

総額５.３億円（一般会計分）の効果額となりました。

（効果額①～⑦の合計）

　

　しかし、「事務事業評価システムの導入」「係制の見直し」「民間企業等との人事交流」「外部委員による補助

金検討委員会の設置」「経常収支比率87％目標」など、実施または達成できなかった項目もあります。

　これらの課題も踏まえて、平成17年度からの第３次行革大綱を策定してまいります。次ページには第３次

白鷹町行財政改革大綱の中間報告（概要版）を掲載しています。

　＊第２次行革の成果については、白鷹町ホームページの「行財政改革」コーナーの「第２次行財政改革の

　　進捗状況」にも掲載していますのでご覧ください。

　　ホームページアドレス http://www.town.shirataka.yamagata.jp/osirase/gyoukaku/gyoukaku-top.htm

補助金削減の効果額
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第３次行革大綱＜集中改革プラン＞を策定します

（パブリックコメント対象）

自 立 していくために！

　本町の財政環境は、かつてない厳しい時期を迎えており、さらに地方分権の推進による自己決定、自己責

任、自己負担の原則を踏まえた効率的な行政運営が求められています。

　このような状況のなか、町民ニーズに的確に対応し一定のサービスを確保しながら、更なる改革を進めて

いく必要があります。本大綱は、白鷹町として自立していくために、国が示した行革指針に基づく「集中改

革プラン」として今年11月を目途に策定するものであります。

第３次白鷹町行財政改革大綱（中間報告）‐概要版‐

○大綱の目指す姿　　「協働と参画による心豊かで誇り高い自立のまちづくり」
○推進期間　　平成17年度から平成21年度までの5年間
○基本方針

１．変革の時代に対応する効率的な行財政基盤の確立
２．町民との協働によるまちづくりの推進
○改革の取組み

１．変革の時代に対応する効率的な行財政基盤の確立
（１）組織・機構の見直し

　簡素で効率的な組織体制の構築に努めるとともに、各課の目標を明確にし、情報を共有してマネジメント
システムによる業務を行います。また、組織の総合的な力が発揮される職場風土を構築します。
（２）職員の定員管理

　民営化、民間委託の推進や組織・機構の見直し、
事務事業の見直しなどにより、定員適正化計画を見
直し人件費を抑制します。
　　　目標　　職員　32人削減　△12.5％　
　　　　　　　　　（H16 ～ H22）
（３）人事給与制度

　職員の能力、責任に応じた給与制度への転換や人
事評価システムの導入を検討します。また、退職時
の特別昇給の見直しや特殊勤務手当のあり方につい
て見直します。
（４）職員の資質向上

　各職員が自ら課題を設定し、課題解決できるよう計画的な研修を行っていきます。また、職員の経験年
数、職制に応じた達成能力を明らかにし、職員の能力開発を推進します。
（５）事務事業の見直し

①事務事業の見直し
　行政評価システムの導入検討や事務事業の再編・整理や廃止・統合を図るとともに、終期の設定などを検
討します。また、環境ＩＳＯによるマネジメントシステムを推進し継続的な事務事業の改善を行います。
②民営化、民間委託の推進
　保育園については、保育ニーズの多様化、園児・職員の減少に対応するため、民営化を推進します。ま
た、施設の老朽化などの課題を整理しながら推進します。
　学校給食共同調理場については、職員の年齢構成が幅広いことや施設の老朽化、保育園の民営化などの課
題を抱えており、それらの課題を整理しながら民営化の推進を図ります。

職員数の推移
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　現在、管理を委託している公共施設は平成18年度より指定管理者制度に移行し、直営で管理している施
設でも民間活力によりサービスの向上が図られるものは制度の導入を検討します。
　　目標 　保育園1園を平成20年度より民営化　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　学校給食共同調理場を平成23年度より民営化　
③公共工事の見直し
　建設副産物の他工事への流用や再生骨材の利用などにより公共工事のコスト削減を図ります。また、入札
の透明性を図るために入札予定や入札結果などの情報を町ホームページ上で公開します。
（６）電子自治体の推進

　県と市町村が連携し、電子申請システムが構築されることから、低廉なコストで質の高い町民サービスの
向上に努めていきます。また、白鷹町地域情報化推進構想を見直すとともに、役場内の情報ネットワークに
よる内部情報の共有やペーパーレス化を図ります。
（７）公共施設の配置と管理の見直し

　社会情勢の変化や町民ニーズ、利用者に配慮しながら施設の統廃合や機能転換を検討します。また、施設
の管理については、指定管理者制度の導入などにより管理の見直しを図ります。
（８）財政及び公営企業等の健全化

　財政の健全化については、「白鷹町自立のまちづくり計画」に基づき、歳入・歳出全般にわたる見直しを行
います。病院事業、水道事業の公営企業等についても、経営の健全化を図るとともに、財務・給与等の情報
を公表していきます。
（９）第三セクターの見直し

　第三セクターの経営健全化については、経営形態の見直しや組織機構のスリム化を図るなど、検討が必要
です。また、事業内容、経営状況などの積極的な情報公開に努めます。
（10）地方公社の経営健全化

　土地開発公社の経営健全化計画を策定し、長期保有用地の処理など経営改善に努めます。

２．町民との協働によるまちづくりの推進

（１）情報提供の推進

　行政に関する情報は町報や町のホームページを通し、わかりやすく積極的に提供していくとともに、町民
との双方向のコミュニケーションが図られる機会をつくるなど情報の共有に努めます。
　　　目標　　広報モニター（H17 ～）、　広報レポーター（H19 ～）の設置　
（２）町民の参画機会の拡充

　町民の意見を施策の計画段階から取り入れ、町政に反映させるなど、参画機会の拡充を図ります。また、
多くの町民が協働型まちづくり事業への参画が可能となる事業の工夫や協働の意識醸成に取り組みます。
　　　目標　　審議会委員への応募率　70％、　審議会委員の女性登用率　40％　
（３）町民との協働の推進

　ＮＰＯ等の育成を図るとともに、協働のまちづくりを推進するために庁内に協働のまちづくり担当を置
き、協働の視点での政策立案能力の向上や協働の意識醸成など職員の意識改革に取り組みます。
　　　目標　　認可ＮＰＯの設立　２団体

　第３次行革大綱（中間報告）の全文については、役場政策改革課、中央公民館及び各地区公民館、町ホー

ムページ（行財政改革コーナー）でご覧いただけます。

　また、この大綱に対して、町民の皆さまからご意見をいただくパブリックコメントを行いますので、ご意

見をお寄せください。意見の提出は10月31日（月）を締め切りとさせていただきます。パブリックコメント

制度については、「広報しらたか７月12日号」をご覧ください。

■問い合わせ　政策改革課行財政改革係（☎85-6124）　　　　　　　　　　
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介護保険給付費の内訳
●施設サービス費

サービスの種類 サービスの内容 支出額 比率

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常に介護が必要で自宅での介護が困難なかたが入所し、介
護などの日常生活の世話、機能訓練、健康管理などが受け
られます。（町内施設：白光園）

4億1,412万円 71.7％

介護老人保健施設
（老人保健施設）

病気やけがなどの治療後、リハビリテーションなどを必要
とするかたが入所し、医学的管理下における、介護、看護、
リハビリテーションなどが受けられます。（町内施設：白鷹
あゆみの園）

1億5,201万円 26.3％

介護療養型医療施設
長期にわたって療養が必要なかたが入所し、療養上の管理、
看護、医学的管理下における介護などの世話、リハビリテ
ーションなどが受けられます。（町内施設：なし）

1,181万円 2.0％

施設サービス費合計 5億7,794万円 100.0％

歳入 :11億8,075万円歳出：11億6,890万円

要介護等認定者数などの比較（年平均）
前期高齢者

（65～74歳）
後期高齢者

（75歳以上）
要介護等
認定者数

介護サービス
利用実人数

利用率
（利用者÷認定者）

居宅サービス
利用者数

施設サービス
利用者数

平成16年度末 2,267人 2,636人 789人 705人 89.4％ 539人 177人

平成15年度末 2,382人 2,542人 785人 689人 87.8％ 538人 155人

※同一月の居宅・施設両サービス利用者がいるため、両サービスの合計と介護サービス利用実人数は一致しません。

第1号被保険者
    保険料
1億7,327万円

14.7％

国庫支出金
3億2,219万円

27.3％
支払基金交付金
3億6,985万円

31.3％

県支出金
1億4,238万円

12.1％

一般会計繰入金
1億6,818万円

14.2％

その他
424万円
0.4％

繰越金
64万円
0.1％

その他
45万円
0.0％

基金積立金
345万円
0.3％

財政安定化基金拠出金
110万円
0.1％

総務費
2,490万円

2.1％

介護保険給付費
11億3,900万円

97.4％

給付費の内訳
居宅サービス：5億5,509万円 48.7％
施設サービス：5億7,794万円 50.7％
高額介護サービス： 394万円  0.3％
審査支払手数料：  203万円  0.2％

■介護保険に関するご意見、お問い合わせ　健康福祉課介護支援係（☎86－0112・0213）
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●居宅サービス費

サービスの種類 サービスの内容 支出額 比率

訪問介護
ホームヘルパーが訪問して入浴、排泄、食事などの介護を
します。

7,301万円 13.2％

訪問入浴介護
浴槽を積んだ浴槽車が自宅を訪問し、入浴サービスを行い
ます。

164万円 0.3％

訪問看護 看護師が自宅を訪問し、看護などを行います。 2,673万円 4.8％

訪問リハビリテーション 専門職が自宅を訪問し、リハビリテーションを行います。 174万円 0.3％

通所介護（デイサービス）
デイサービスセンターなどに通い、入浴・食事の提供など
を受けます。

1億5,098万円 27.2％

通所リハビリテーション 介護老人保健施設などに通い、リハビリテーションを行います。 6,395万円 11.5％

福祉用具貸与 貸与の対象として定められた福祉用具の貸付を受けます。 3,648万円 6.6％

短期入所介護
（ショートステイ）

特別養護老人ホームや老人保健施設などに短期間入所し、入
浴、排泄、食事などの介護や機能訓練を受けられます。

1億1,004万円 19.8％

居宅介護支援
ケアマネジャーが利用計画の作成などのケアマネジメント
を行います。（利用者負担なし）

5,256万円 9.5％

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師などが療養上の管理や指導を行い
ます。

789万円 1.4％

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

比較的安定した認知症のかたが共同生活をする住居におい
て、入浴、排泄、食事などの介護が受けられます。

1,865万円 3.3％

特定施設入所者生活介護
有料老人ホームなどで入浴、排泄、食事などの介護が受け
られます。

484万円 0.9％

福祉用具購入費
住宅改修費

保険対象となる福祉用具の購入や住宅改修を行い、後で費
用の9割を町から払い戻しを受けます。

658万円 1.2％

居宅サービス費合計 5億5,509万円 100.0％

●その他

種　　　　　類 内　　　　　　　　　容 支出額

高額介護サービス費
１カ月の利用者負担額が、一定の上限額（一般世帯は
37,200円）を超えた場合、超えた分が払い戻されます（申
請が必要です）。

394万円

審査支払手数料
介護サービス事業者からの請求等についての審査・支払い
などに関する事務を国保連合会に委託しており、その手数
料を支払います。

203万円

白鷹町第４期高齢者保健福祉計画及び第３期介護保険事業計画を策定します

　少子高齢化に歯止めがかからないなかで、人口減少、地域活力の低下、年金、医療保険や介護保険など社会保障
の維持への不安が高まっています。次世代育成支援と高齢者対策はどちらも欠かせない町の重要な取り組みです。
　町では、これまで、町の保健・医療・福祉事業に関し審議をいただく場である「白鷹町明るい健康都市づくり推
進会議」（委員17人：議会、医師、区長会、教育関係、商工会、保健福祉団体等の町内各層の代表者と公募による委
員で構成）に、これまでの介護保険や他の福祉施策等の状況などについて報告・説明し、審議をいただきながら、
平成18年度から20年度までの３カ年を計画期間とする「白鷹町第４次高齢者保健福祉計画及び第３期介護保険事業
計画」の策定作業を進めており、このたび基本理念・基本方針についてまとまりました。

※計画の具体的な施策や保険給付の推計値などは、現在検討中であり、今後随時お示しします。

白鷹町セーフティネットの創造

自立と協働
－安心と活力あふれる・白鷹－

基 本 理 念

３つの基本方針

健康で質の高い生活を築こうという自立心と、世代を超えた相互扶助など協働する心を持つ町民一人ひとり
とともに生活保障改革を推進し、全世代が安心して暮らせる白鷹町セーフティネットを創造する。
白鷹町を１つの圏域としてとらえ、町民一人ひとりの「顔」がみえる安心の地域づくりを実現する。

自立した高齢期
～尊厳を支えるケアの確立～

地域コミュニティ
～誇り高く、あたたかい地域～

健康寿命の延伸
～介護予防支援～
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。
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�
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入
所
申
込
書
と
関
係
書
類
を
表
２
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
申
込
書
は
、
各
保
育
園
及
び
健
康
福
祉
課
児
童
係
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
入
所
し
て
お
り
、
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す
る

場
合
は
、
今
回
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
園
を

通
じ
「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
保
育
園
か
ら
、
ほ
か
の
保
育
園
に
入
所
さ
れ
る
場
合
は
、

新
規
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
保
育
料
�

　

国
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年

齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

�
入
所
承
諾
�

　

２
月
頃
に
文
書
に
て
通
知
し
ま
す
。（
す
で
に
就
学
前
ま
で
承
諾

さ
れ
て
い
る
か
た
に
は
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
。）

＊
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
こ
の
期
間
に
忘
れ
ず
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

施設名 定員 対象 保育サービス 保育形態

こぐわ保育園 90 3～5歳 時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

あゆかい保育園 120 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

よつば保育園 90 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育 年齢別保育

ひがしね保育園 90 3～5歳
時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、

障害児保育、一時保育
異年齢混合保育（3、4、5歳）

あらと保育園 150 0～5歳
時間延長保育、一時保育、

乳児保育（産休明け保育含む）

年齢別保育（0、1、2、5歳）

混合保育（3、4歳）

表１　募集内容と保育サービス

＊対象児童年齢は、平成18年4月1日現在のものとします。
＊一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童とします。

保育園児を募集します
平成18年度
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受付場所

健康福祉課児童係
（健康福祉センター内）

☎ 86-0212

受付日時

11月１日（火）～14日（月）
午前８時30分～午後５時

表２　申し込みの受付日時と場所

＊土・日・祝日を除く。月曜日は夜７時まで

世帯の課税状況 3歳未満児 3歳以上児

生活保護世帯 0円 0円

町民税・所得税非課税

世帯
8,000円 5,000円

町民税課税・所得税非

課税世帯
17,000円 14,000円

所得税課税世帯
25,000円

～50,000円

19,000円

～36,000円

表３　平成17年度保育料

＊１世帯から２人の児童が入所する場合は、１人は
　半額に、３人以上が入所する場合は、１人は半額、
　もう１人は10分の１の額となります。

問い合わせ

　健康福祉課児童係
　（健康福祉センター内・☎86－0212）

「入湯税」ってなに？

　入湯税は町内の温

泉（鉱泉浴場）を利

用した人が負担する

税金で、経営者が料

金と一緒に徴収し、

町に納付します。この税は目的税で、環境衛生施

設や鉱泉源の保護管理施設・消防施設・観光施設

などの整備及び観光の振興に要する経費にあてる

などその使い道が定められています。

　平成16年度は、約１千38万円の収入があり、鉱

泉源の管理や消火栓設置、観光振興のために活用

されました。現在、町内では２つの温泉施設が営

業を行っており、利用された皆さんからお預かり

した入湯税が町財政の貴重な収入となっています。

　しかし、残念なことに入湯客の減少により、前

年度に比べ約110万円の減収となりました ｡

　寒さの増すこれからの季節、温まりに、疲れた

体を癒やしに、ぜひ町内の温泉をご利用ください。

●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　　100円

●課税されない人
　12 歳未満の人や、学校が教育活動として実施
　する行事に参加する生徒等などは課税されませ
　ん。

■問い合わせ　
　町民税務課町税係（☎85－6132）

金融機関が破綻したら、預金はどうなる？

預金保険制度（ペイオフ本格実施）
　平成17年４月以降は、当座預金や利息の付
かない普通預金は「決済用預金」として全額
保護され、定期預金や利息の付く普通預金な
どは、１金融機関につき預金者１人当たり、
元本1000万円までとその利息が保護されます。
　「決済用預金」など詳細については、金融機
関の窓口にお問合せください。
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会員は･･･

●利用会員（子育てのお手伝いを受けたいかた）
　白鷹町内在住のかたで、概ね小学校低学年以下の子ど
　もの保護者
●協力会員（子育ての応援ができるかた）
　白鷹町内在住のかた
●両方会員
　利用会員と協力会員の両方を兼ねることもできます。

援助の内容は･･･

たとえば･･･
●保護者のやむを得ない事情により、子どもを預かる。
●保護者の出勤・出張等仕事の都合で子どもを預かる。
●保育園や学校までの送迎等を行う。
など･･･

利用料金

援助を受けた後、利用会員が協力会員に支払います。

保険は･･･

活動中の事故に備えて、財団法人女性労働協会を保険契
約者とするファミリーサポートセンター補償保険に加入
します。

子育てを地域みんなで支えよう！

白鷹町ファミリーサポートセンター事業が
はじまります

18年度から

ファミリーサポートセンターとは
　子育てのお手伝いを受けたいかたと、子育てを応援

できるかたで構成される会員組織で、その会員相互に

より子育ての援助活動を行います。

①
援
助
依
頼
申
し
込
み

③事前打ち合わせ・活動開始

④活動終了・活動報告書の作成
 サイン・確認印・報酬の授受

②
援
助
依
頼

⑤
活
動
報
告
書
提
出

白鷹町ファミリーサポートセンター

日時・場所・依頼内容
氏名・TELを確認

利用会員 協力会員

問い合わせ
健康福祉課児童係
（☎86－0212）

アンケート結果
８月に子育て中の保護者や地域のかたを対象に、ファミリーサポートセンターに関する意向調査を実
施しました。
　　　　　　　　　配布数　 回　答 　回収率

　　　　　保護者　 489人　　291人　 59.5％

　　　　　地　域　  70人　　 45人　 64.0％

子育て中保護者　　　　　　　　　　　　　　　地域のかた

※ご協力ありがとうございました。なお、調査結果については、児童係かホームページでご覧いただけます。

子育て中に他の人の手を
借りたいと思う時がありますか

ない
7.33％

ある
92.67％

どんな時に手助けが
必要と感じますか

その他
2.74％

子どもが軽度の
病気の時
12.56％

出産
7.25％

リフレッシュ
13.53％

保育所等への送迎
6.60％ 保護者の通院や

家族の入院看護等の時
17.71％

保護者の出勤・
出張等仕事がある時

24.48％

冠婚葬祭時
15.14％

地域の皆さんの
子育て支援の協力について

その他
4.76％

支援できない
30.95％

何らかの形で協力したい
64.29％

地域で子育てを
支え合う体制について

必要がない
15.91％

必要
84.09％
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�
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土
地
取
引
�

（１）都市計画区域

   　　　　5,000m2以上

　　　　　
（５反歩）

（２）都市計画区域以外の区域

   　　　　10,000m2以上

　　　　　
（１町歩）

◇一団の土地取引についても

　届出が必要です。

（例）

２．白鷹町基準地価格

基準地の所在
今年価格
（円/m2）

前年価格
（円/m2）

変動率
（％）

大字荒砥甲字長表五788番23（仲町公民館付近） 20,300 20,800 -2.4

大字鮎貝字八幡一1104番4　外3筆（新野医院付近） 10,900 11,500 -5.2

大字十王字本宿2934番1（本宿7町内） 10,000 10,300 -2.9

大字鮎貝字内町二3284番4　外1筆（内町通り中央） 17,400 18,700 -7.0

大字鮎貝字神明六2886番2　外3筆（北海道あけぼの食品付近） 13,000 14,300 -9.1

大字黒鴨字澤入2132番18　外2筆（山林） 41 45 -8.9

■土地取引届出及び地価調査

への問い合わせは政策改革課

政策企画係（☎85－6123）へ
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度

地
価
調
査
結
果
�
�
�
�

　

９
月
21
日
に
県
か
ら
平
成
17
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１．対前年度変動率（％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地 調区内宅地

山形県平均 -4.7 -7.3 -6.0 -6.4 -3.8

白鷹町平均 -3.5 -7.0 － -9.1 －

届出の必要な取引
●売買
●交換
●営業譲渡
●譲渡担保
●代物弁済
●共有持分の譲渡
●地上権、賃借権の設定、譲渡
●予約完結権、買戻権など譲渡
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　９月23日から25日まで、ヤナ公園におい
て、白鷹鮎まつりが開催されました。今年
もたくさんの味覚、町内グループの踊り、
ライブなど、魅力満載の企画で行われまし
た。２年目の環境に配慮したＰＰパックも
お客様の理解が得られてきました。初日は
午後から気温も上がり、ヤナ場で水遊びを
する子どもたちの姿も見られました。雨に
も見舞われた日もありましたが、２万人の
来場者でにぎわいました。

白
鷹
�
秋
�
発
信

第
29
回
白
鷹
鮎
�
�
� 　９月28日から10月２日まで、山形美術館

で、本町出身の洋画家、故梅津五郎画伯の
作品展が開催されました。町に寄贈いただ
いた絵画を中心に106点もの作品が展示さ
れました。初日のオープニングセレモニー
では、孫でソプラノ歌手の梅津香織さんが
「祖父に捧げる歌」２曲を披露し、時折画
伯の自画像を見つめて歌う姿が印象的でし
た。会期中、遠くは首都圏からのファンも
駆けつけ、約1500人の来場者となりました。

�
熱
�
血
潮
�
画
家
�
�
絵
�
今
�
色
鮮
�
�
�

梅
津
五
郎
作
品
展

　

９
月
３
日
、
白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
会
長　

小
嶋
金
作
さ
ん
）

よ
り
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
鮎
貝
駅

自
転
車
置
場
な
ど
の
ペ
ン
キ
塗
り

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社

会
福
祉
環
境
保
全
委
員
会
（
山
口

伊
勢
雄
委
員
長
）
が
中
心
と
な
り
、

錆
び
が
目
立
っ
て
き
て
い
た
柱
な

ど
が
塗
り
替
え
ら
れ
、
と
て
も
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
た
い
へ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　９月24日、25日、深山地区で第14回とな
るしらたか伝統工芸の村まつりが開催され
ました。地区のみなさんと町内で活躍する
工芸者が中心となって、地場の味覚、自慢
の技を披露し、地域づくりから田舎の魅力
をアピールしようと毎年行われています。
今年は人気の魚のつかみどりが復活し、子
どもたちでにぎわいました。もちつきや新
たに参加した工芸者の実演もあり、白鷹深
山の自然と文化を実感した２日間でした。

深
山
�
郷
�
味
�
技

�
�
�
�
伝
統
工
芸
�
村
�
�
�

　９月21日、鮎貝小学校の５年生が「田ん
ぼの学校」の稲刈りを体験しました。同校
が食農教育の一環として、鮎貝堰土地改良
区の皆さんの指導をいただきながら取り組
んでいるもので、今年５月に田植えを行い
ました。この日はヒメノモチをかまを使っ
て刈り取り、丁寧にわらで束にしました。
手で刈りはもちろん、稲刈り自体が初めて
という児童も多くいましたが、改良区の皆
さんともに終始笑顔の絶えない作業でした。

農
業
�
喜
�
�
収
穫

�
田
�
�
�
学
校
�
稲
刈
�
体
験
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第
55
回
山
形
県

統
計
�
�
�
�
�
�
�
�

主
催
／
山
形
県
統
計
協
会

●
入
選
「
白
鷹
山
は
み
ん
な
の
宝
」

　

佐
藤　

大
和
（
鷹
山
小
４
年
）

　

紺
野　
　

暉
（
同
４
年
）

　

小
関　

圭
樹
（
同
５
年
）

　

竹
田
衣
武
希
（
同
６
年
）

　

紺
野　

好
香
（
同
６
年
）

●
学
校
賞
・
特
別
賞

　

鷹
山
小
学
校

＊
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
以
上

の
作
品
16
点
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
と
な
り
、
本
町
か
ら
は
鷹

山
小
５
人
の
作
品
「
白
鷹
山
は
み

ん
な
の
宝
」
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

第
39
回
置
賜
地
区

統
計
�
�
�
�
�
�
�
�

主
催
／
置
賜
地
区
統
計
調
査
員
連
合
会

●
入
選
「
白
鷹
山
は
み
ん
な
の
宝
」

　

佐
藤　

大
和
（
鷹
山
小
４
年
）

　

紺
野　
　

暉
（
同
４
年
）

　

小
関　

圭
樹
（
同
５
年
）

　

竹
田
衣
武
希
（
同
６
年
）

　

紺
野　

好
香
（
同
６
年
）

●
佳
作

「
夏
休
み
の
お
天
気
し
ら
べ
」

　

梅
津
香
穂
（
東
根
小
２
年
）

第
13
回
東
北
学
生
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会

９
／
23 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
及
び
周
辺
コ
ー
ス

▼
男
子
（
８
区
間
71
㌔
）14

校
参
加

１
位　

東
北
福
祉
大
学

２
位　

東
北
学
院
大
学

３
位　

東
北
大
学

▼
女
子

（
５
㌔
上
位
６
人
の
合
計
タ
イ
ム
）

13
校
参
加 

１
位　

東
北
学
院
大
学

２
位　

東
北
大
学

３
位　

富
士
大
学

＊
男
子
の
１
位
、
２
位
、
女
子
の

１
位
チ
ー
ム
は
東
北
代
表
と
し
て
、

11
月
の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　10月２日、ハーモニープラザにおいて、
「小松伸子心を育むソプラノリサイタル」
が開催されました。小松さんは、長井市在
住の声楽家です。ススキやコスモス・満月
で演出されたステージで、「四季・秋」「家族」
「ふるさと」をテーマに、童謡や石川啄木
の短歌などをピアノの演奏にのせて歌われ
ました。美しい日本語を歌う透きとおった
伸びやかな歌声に、訪れた200人の観客は
温かな雰囲気に包まれました。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

�
小
松
伸
子 

心
�
育
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　９月28日、お年寄りの安全な生活を守ろ
うと、高齢者世帯訪問事業が行われました。
これは、交通安全母の会が主催したもので、
交通安全母の会、交通安全協会、防犯協会
などから30人が参加。５人１組６班に分か
れて、東根地区66戸、荒砥・十王地区66戸
の高齢者世帯を回り、交通事故防止や振り
込め詐欺被害の防止を呼び掛けました。

交
通
事
故
�
詐
欺
�
被
害
�
�
注
意
�
�
�
�

高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業

白
鷹
東
中
生
徒
�
奉
仕
活
動

　

９
月
16
日
、
東
中
学
校
の
１
年

生
が
、
中
央
公
民
館
と
荒
砥
地
区

公
民
館
に
分
か
れ
て
、
奉
仕
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
中
央
公
民
館
で

は
、
１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
ガ
ラ

ス
を
磨
い
た
り
、
図
書
館
で
保
管

し
て
い
る
新
聞
の
搬
出
作
業
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
荒
砥
地

区
公
民
館
で
は
、
広
場
の
石
拾
い

や
草
む
し
り
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
学
生

た
ち
の
奉
仕
の
心
を
忘
れ
ず
、
き

れ
い
に
施
設
な
ど
を
使
っ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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ハーフマラソン 一般の部
1位 土屋　勉 米沢市 1:15:31

2 位 大島拓郎 新潟県新潟市 1:15:57

3 位 秋野文宏 新潟県新潟市 1:21:23

4 位 細谷直樹 天童市 1:22:27

5 位 鈴木耕太郎 米沢市 1:25:19

6 位 柳沼久司 福島県三春町 1:27:10

10 マイル 一般の部
1位 坂井正則 鶴岡市 56:31

2 位 長岡輝喜 朝日町 57:43

3 位 伊藤利史 白鷹町 58:02

4 位 駒津普司 長井市 1:01:01

5 位 岩田安司 中山町 1:06:15

6 位 佐藤伸二 山形市 1:08:43

10km 高校の部
1位 工藤広靖 鶴岡工業高校 33:21

2 位 佐藤雅史 鶴岡工業高校 35:55

3 位 阿部　航 鶴岡工業高校 36:13

4 位 松村朋幸 鶴岡工業高校 36:49

5 位 木村文昭 山形県上山市 40:52

10km 高校の部（団体）
1位 鶴岡工業高校 2:22:18

10km 一般の部
1位 町田道昭 天童市 33:18

2 位 加藤善宏 鶴岡市 33:34

3 位 志田　学 山形市 34:16

4 位 阿部和幸 山形市 34:56

5 位 矢ノ目芳実 天童市 36:56

6 位 猪股智史 天童市 37:02

5km 中学男子 3年の部
1位 加地史明 米沢第四中学校 17:17

2 位 菅野駿之介 米沢第四中学校 17:27

3 位 渡辺亮祐 白鷹東中学校 18:04

4 位 橋本一馬 白鷹東中学校 18:07

5 位 四釜靖之 長井南中学校 18:09

6 位 渡部諒太 飯豊中学校 18:13

5km 中学男子 3年の部（団体）
1位 白鷹東中学校 1:54:01

5km 女子の部
1位 井上史子 真室川町 19:25

2 位 荒川真木子 神奈川県鎌倉市 20:50

3 位 須貝あや子 小国町 22:20

4 位 相馬けい子 宮城県仙台市 23:00

5 位 片桐多栄 天童市 23:17

6 位 多田恵子 東京都町田市 23:35

5km 壮年男子の部
1位 大滝茂幸 南陽市 18:18

2 位 竹田雅量 白鷹町 18:36

3 位 伊藤正則 鶴岡市 19:28

4 位 金田敏春 白鷹町 19:42

5 位 片平　仁 南陽市 19:45

6 位 小林幸一 白鷹町 20:05

3km 中学男子 1 ･ 2 年の部
1位 伊藤将太 米沢第四中学校 9:38

2 位 高橋怜史 米沢第四中学校 10:09

3 位 紺野　凌 白鷹東中学校 10:09

4 位 佐藤　誠 米沢第四中学校 10:30

5 位 安部力矢 小国陸上スポ少 10:32

6 位 内山富夫 米沢第四中学校 10:40

3km 中学男子 1 ･ 2 年の部（団体）
1位 米沢第四中学校 1:03:51

2 位 白鷹東中学校 1:10:46

3 位 白鷹西中学校 1:10:47

3km 中学女子の部
1位 信夫香織 白鷹西中学校 10:46

2 位 鈴木麻由美 白鷹東中学校 11:21

3 位 大沼美穂子 長井南中学校 11:26

4 位 木村このみ 米沢第四中学校 11:30

5 位 神戸繭子 長井南中学校 11:59

6 位 小澤衣里 山形第六中学校 12:02

3km 中学女子の部（団体）
1位 長井南中学校 47:57

2 位 白鷹西中学校 48:40

3 位 山形第六中学校 48:53

2km 一般の部
1位 伊藤博文 飯豊町 8:22

2 位 迎田　彰 白鷹町 8:24

3 位 長岡　満 白鷹町 8:41

4 位 濱田真一 上山市 8:53

5 位 嵐田孫蔵 南陽市 9:17

6 位 前田延文 白鷹町 9:27

2km 小学 1年の部
1位 荻野雄輝 山形第六小学校 9:57

2 位 斉藤　上 東根小学校 10:01

3 位 新野拓哉 東根小学校 10:23

4 位 菅原　駿 東根小学校 10:27

5 位 大泉　彩 柴橋小学校 10:27

6 位 大滝翔平 鮎貝小学校 10:32

2km 小学 2年の部
1位 村上魁人 東根小学校 9:05

2 位 竹田裕道 鷹山小学校 9:13

3 位 長岡拓海 鮎貝小学校 9:21

4 位 鈴木周作 平野小学校 9:39

5 位 佐竹英明 荒砥小学校 9:43

6 位 梅津香穂 東根小学校 9:49

2km 小学 3年の部
1位 長沼大智 米沢北部小学校 8:07

2 位 神保智之 米沢ジュニア陸上クラブ 8:26

3 位 庄子晃平 桜田小学校 8:26

4 位 猪俣幸広 米沢東部小学校 8:38

5 位 菅間伶史 東根小学校 8:49

6 位 渋谷一喜 荒砥小学校 8:58

2km 小学 4年の部
1位 大泉　南 柴橋小学校 8:12

2 位 小林駿也 北谷地小学校 8:23

3 位 村上駿斗 東根小学校 8:25

4 位 片山鷹士 蚕桑小学校 8:27

5 位 桐生康平 平野小学校 8:29

6 位 奥山貴博 荒砥小学校 8:34

2km 小学 5年の部
1位 高野　光 鮎貝小学校 7:28

2 位 押切啓介 荒砥小学校 7:41

3 位 佐藤剛士 蚕桑小学校 8:00

4 位 高橋宏充 東根小学校 8:02

5 位 遠藤史也 蚕桑小学校 8:06

6 位 高橋祐太 東根小学校 8:10

2km 小学 6年の部
1位 澤浦将光 荒砥小学校 7:03

2 位 後藤龍太郎 飯豊第一小学校 7:07

3 位 紺野圭汰 鷹山小学校 7:20

4 位 奥山貴晶 荒砥小学校 7:41

5 位 平吹将大 東根小学校 7:50

6 位 赤間宏太郎 鮎貝小学校 7:53

入賞おめでとうございます

第40回白鷹若鮎マラソン大会
９月18日（日）日本陸上競技連盟公認コース（蚕桑小学校スタート・ゴール）

完走者795人
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平
成
２
年
に
始
ま
っ
た
「
語
学

指
導
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
」

（
通
称
：
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

が
、
今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
来
日
し
た
英
語

指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
は
、
中
学

校
の
英
語
授
業
や
小
学
校
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
関
わ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
生
き
た
英
語
と
文

化
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
７
月
、
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

し
て
ト
ー
マ
ス
・
マ
ク
レ
ガ
ー
さ

ん
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

ごあいさつ

　僕はトーマス・マクレガーです。

　白鷹町の新しい英語の先生です。

　アメリカ人です。

　アリゾナ州のフェニックスから来ました。

　ランニングとハイキングとキャンピング。

　それから本を読むことが好きです。

　日本の食べ物で好きなものは、なす漬けと

刺身です。

　僕はこのような美しい町に住むことができ

てとても幸せです。

　大学で日本語を勉強しましたが、まだ下手

くそです。

　日本語を習いたくて習いたくてしかたがあ

りません。

　僕を見かけたら気軽に声をかけてください。

　　　日本語訳：トーマス・マクレガー

　

白
鷹
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
ち
ょ

う
ど
10
人
目
に
な
り
ま
す
。
ト
ー

マ
ス
さ
ん
は
、
壮
大
な
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
が
有
名
な
ア
リ
ゾ
ナ

州
出
身
の
23
歳
（
男
性
）
で
す
。

今
回
初
め
て
の
来
日
で
す
が
、
日

本
語
を
は
じ
め
、
日
本
の
文
化
を

学
ぶ
こ
と
に
と
て
も
意
欲
的
な
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。
町
民
の
み
な

さ
ん
と
た
く
さ
ん
話
し
を
し
た
い

と
語
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ト
ー
マ

ス
を
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

�
新
�
�
�
�
�
�
�
紹
介
�

新たな「白鷹町ふるさと交流大使」をご紹介します

　町制施行50周年を記念して10人のかたを大使に委嘱申しあげて、１年が経過しました。
この間、大使の皆さまには、まちづくり情報の発信や提言、町産品の紹介、イベントへの支援など、広範に
わたってご活躍をいただいてまいりました。
　このたび、10月１日付けで、新たに２人のかたを「白鷹町ふるさと交流大使」に委嘱申しあげましたので
ご紹介します。白鷹町応援団として多様な視点や知識でご支援いただくとともに、町民との交流を深めてい
ただくことを期待申しあげます。

田勢康弘さん

日本経済新聞コラムニスト

白鷹町蚕桑出身

ジャーナリストとして国内外で

活躍されており、白鷹学講座な

ど、多くの機会に講演をいただ

き、まちづくりに示唆をいただ

いています。

布川文雄さん

ＮＥＣ公共ネツトワークソリュ

ーション事業統括マネージャー

白鷹町鮎貝出身

白鷹町情報産業拠点施設の運営

支援等、本町の産業振興に貢献

していただいています。
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

 

〈子ども編〉

　子どもはからだの発育、精神的発達ともに旺盛です。将来のためにも、質・量
ともに十分な食事をバランスよく食べることが大切です。とくに、これから骨や
肉をどんどんつくらなければならない子どもたちとって、カルシウムの不足は深
刻です。
　血液中のカルシウムが不足すると、必要なカルシウムを骨から吸収しようとす
るため、骨の成長に悪影響を及ぼします。豊食な日本で平均的な摂取量が水準に
達していないのがカルシウムです。健康づくり推進員が地域に伝達しているカル
シウムをおいしく摂取できるレシピを紹介します。
　幼児期のカルシウム栄養所要量 ( 一日 ) は500㎎です。

「元気ニコニコ推進会議」
掲示板

　いろいろな場所で目にす
るようになった『禁煙』と
いう文字。たばこの煙は周
囲の人へも悪影響（受動喫
煙）を及ぼします。推進会
議では、みんなが健康にな
るために役に立つ情報を発
信していきます。今回は禁
煙に取り組んでいる企業・
団体・個人のかたを募集し
ます。自薦、他薦は問いま
せん。健康推進係（☎86－
0210）までご連絡ください。

元気  

ニコニコ

なるほど情報局
〈生活リズムと成長〉

☆ししゃものごま揚げ☆
＜材料１人分＞カルシウム180mg

　ししゃも２尾、小麦粉３ｇ、パン粉３ｇ、卵３ｇ、

　白ごま１ｇ、黒ごま１ｇ、粉チーズ３ｇ、油３ｇ、

　レモン５ｇ、サラダ菜２g、ソース３ｇ、ミニトマト１個

＜作り方＞

　①ししゃもに小麦粉・卵・ごまとチーズを混ぜたパン粉を

　　順番にまぶして油で揚げる。

　②器にサラダ菜・トマト・うす切りのレモンと一緒に盛り

　　付ける。

　どの年代でも重要視される生活リズムは、生活習慣病予防の鍵とな
ります。そのなかでも、子どもの発育に欠かせない成長ホルモン（骨
の成長を促し、また筋肉でたんぱく合成を促進するなど）は、生活リ
ズムでも睡眠と大きな関連があります。大脳が休む（ノンレム睡眠）
と同時に促進され、「寝る子は育つ」とはまさにこのこと！
　また、人間の本来持っている１日の周期は25時間といわれ、それを
地球の１日24時間に合わせるために、体内時計を１時間早めるリセッ
トボタンを毎日押さなければなりません。それに関係するのがメラト
ニンというホルモンで、これも睡眠と大きな関連があります。暗いと
ころでは分泌量が増加し眠くなり、光を感じると減少し眠くなくなる
のです。

　●朝きまった時間に太陽の光を浴びよう！
　（早起きしよう）
　●昼間、なるべく外に出よう！
　（外で元気に遊ぼう）
　●毎日できるだけ人とふれあおう！
　●規則正しい時間に食事をとろう！
　●テレビやゲームの時間は短めに！
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学
校
紹
介

山
形
県
立
荒
砥
高
等
学
校

　

９
月
６
日
、
20
日
、
公
開
研
究

授
業
を
行
い
ま
し
た
。「
生
徒
が
し

っ
か
り
と
学
習
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
ま
で
の
荒
高
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
全
く
違
う
」
と
い
う
感
想
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
一
歩
一
歩
着

実
に
学
校
内
外
の
雰
囲
気
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
荒
高
を
目
指
し
、
学
校
課
題
の

改
善
と
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
現
在
の
荒
砥
高
校
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

�
秋
季
地
区
大
会

　

９
月
10
、
11
日
、
置
賜
地
区
新

人
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
レ

ス
松
風
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
会
場
と

し
た
テ
ニ
ス
競
技
で
は
、
女
子
ダ

ブ
ル
ス
で
金
田
・
菅
間
組
が
優
勝

を
果
た
し
、
本
校
に
８
年
ぶ
り
の

優
勝
カ
ッ
プ
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

女
子
団
体
は
決
勝
で
最
終
組
フ
ル

セ
ッ
ト
に
も
つ
れ
込
む
熱
戦
の
末
、

第
２
位
と
な
り
、
男
子
団
体
も
３

位
で
し
た
。
さ
ら
に
、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
２
・
３
位
、女
子
ダ
ブ
ル
ス
３

位
、女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
・
３
位
と

い
う
大
活
躍
で
、「
テ
ニ
ス
の
荒
砥
」

復
活
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。

�
職
場
体
験
学
習

　

９
月
21
〜
28
日
（
土
日
を
除
く

５
日
間
）、２
年
生
の
職
場
体
験
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
24
の

事
業
所
で
１
〜
６
名
ず
つ
の
生
徒

が
お
世
話
に
な
り
、
み
な
真
剣
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
な
か
に
は
、

あ
い
さ
つ
や
作
業
な
ど
が
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
生
徒
も
い
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
生
徒
も
何
か

を
つ
か
ん
で
学
校
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
２
月
に
発
表
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
か
た
が

た
も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
あ
と
２
年
生
は
12
月
に
修

学
旅
行
（
沖
縄
）
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
行
事
の
続
く
こ
の
時
期
は
、

荒
高
生
が
３
年
間
で
最
も
成
長
す

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

�
就
職
試
験
開
始

　

９
月
16
日
か
ら
就
職
試
験
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
は
求

人
倍
率
の
上
昇
が
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
西
置
賜
地
区
に
限
る
と
、

求
人
件
数
が
前
年
比
25
％
の
大
幅

減
（
８
月
末
）
と
い
う
厳
し
い
状

況
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

環
境
�
�
�
�

不
燃
物
�
�
発
火
�

　

９
月
８
日
、
鮎
貝
地
区
内
に
お

い
て
回
収
さ
れ
た
「
不
燃
物
」
が

パ
ッ
カ
ー
車
の
中
で
発
火
す
る
と

い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因

物
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
昨
年
も
ガ
ス
抜
き
さ
れ
て
い
な

い
ス
プ
レ
ー
缶
か
ら
の
発
火
が
あ

り
、
今
回
も
同
様
で
は
な
い
か
と

見
て
い
ま
す
。
幸
い
に
、
今
回
は

消
火
器
で
す
ぐ
に
鎮
火
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
間
違

え
ば
大
事
故
に
発
展
す
る
危
険
性

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ
ス
は
抜
く
、

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
分
解
し
て

か
ら
、
発
火
す
る
可
能
性
の
あ
る

も
の
は
適
切
な
処
理
を
行
っ
て
か

ら
廃
棄
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
発
火
物
の
処
理
な
ど
、
わ
か
ら

な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
処
理
�
�
�
�

　

最
近
、
洗
っ
て
い
な
い
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
び
ん
が
よ
く
目
立
ち
ま

す
。
洗
っ
て
い
な
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
可
燃
物
、
び
ん
は
不
燃
物
と

し
て
処
理
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
き
ち
ん
と
洗
っ
て
集
積
所
に

出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
�
不
法
投
棄
�
�
�

�
�
強
化
月
間
�
�
�

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
モ
ラ
ル
の
輪
を
広

げ
不
法
投
棄
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話
／

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

（
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内
）

　

な
お
、
不
法
投
棄
１
１
０
番
電

話
は
強
化
月
間
中
の
み
で
な
く
、

常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）
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催　し

元
気
�
�
�
�
健
康
�
�
�

　

み
ん
な
で
、
健
康
な
暮
ら
し
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
！
ぜ
ひ
、
お
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
13
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
「
み
ん
な
で
つ
く
る
健

康
な
町
！
言
葉
と
心
が
か
よ
い
合

う
、
豊
か
な
町
を
目
指
し
て
」

▼
内
容

講
演

「
人
生
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　

吉
川
精
一
さ
ん

（
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

元
気
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
大
集
合

①
「
保
育
園
児
の
手
話
と
歌
」
ほ

か
（
午
前
10
時
〜
昼
12
時
）

②
「
げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
よ
う

①
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
し
ら
た

か
の
食
の
暦
展
示
試
食
売
店
コ
ー

ナ
ー
」

②
「
福
祉
施
設
売
店
」（
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
）
温
か
い
う
ど
ん
・

伝
統
食
づ
く
り

③
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」

・
血
圧
、
体
脂
肪
測
定

・
体
力
測
定

・
マ
イ
ク
ロ
ス
モ
カ
ー
ラ
イ
ザ
ー

（
喫
煙
度
測
定
）

・
骨
密
度
測
定

・
歯
ピ
カ
隊
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

④
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21

コ
ー
ナ
ー
」

健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
の
提
案
を

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
小
学
校
付
近

▼
内
容　

火
災
防
禦ぎ
ょ

訓
練
、
初
期

消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
、
炊
き
出

し
訓
練
な
ど

▼
各
地
区
秋
季
消
防
演
習

○
蚕
桑
地
区　

10
月
23
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

○
鮎
貝
地
区　

10
月
16
日
（
日
）

午
後
１
時
〜

○
荒
砥
・
十
王
地
区　

10
月
23
日

（
日
）
午
前
９
時
〜

○
鷹
山
地
区　

10
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
〜

○
東
根
地
区　

10
月
23
日
（
日
）

午
後
１
時
〜

＊
当
日
、
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
生

活
安
全
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

子
�
�
�
�
�
食
�
�
�
�
給

食
�
食
�
�
�
�
�
�
�

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
と
給
食

を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
も
う
一
度
懐
か
し
い

給
食
を
食
べ
て
み
た
い
か
た
や
興

味
の
あ
る
か
た
、
来
年
１
年
生
に

な
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護

者
の
か
た
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

学
校
給
食
共
同
調
理
場

▼
定
員　

30
人
程
度

▼
申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
会
費　

３
０
０
円

▼
し
め
き
り　

10
月
24
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

学
校
給

食
共
同
調
理
場
（
☎
85

－

３
１
３

６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

３
１
２
２
）

第
29
回
白
鷹
町
農
業
祭

　

大
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
て
今

年
も
農
業
祭
を
開
催
し
ま
す
。
お

得
な
白
鷹
牛
肉
、
農
産
物
や
資
材

な
ど
の
販
売
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
小
雨
決

行
）

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店
及
び

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
前
広
場

▼
内
容

①
農
産
物
直
売
フ
ェ
ア

②
「
も
ち
つ
き
だ
〜
い
」

＊
町
内
保
育
園
児
の
み
な
さ
ん
を

も
ち
つ
き
に
ご
招
待
し
て
い
ま
す
。

③
そ
ば
ま
つ
り

④
玉
こ
ん
に
ゃ
く
サ
ー
ビ
ス

⑤
ご
来
場
の
先
着
１
０
０
０
人
に

無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
サ
ン
ふ
じ
）

＊
直
売
店
で
お
買
い
物
ご
と
に
抽

選
券
配
布

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店

（
☎
85

－

２
１
２
１
）
産
業
振
興

課
農
業
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
２

７
）

愛
染
明
王
例
祭

▼
い
つ　

11
月
１
日
（
火
）
午
前

11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

瑞
岩
寺
（
箕
和
田
）

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
お
札
、

供
物
含
む
）

＊
愛
染
明
王
堂
で
の
法
要
は
、
事

務
局
の
み
で
行
な
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

観
光
協
会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

�
�
�
�
長
井
線
�
�
�

　

日
ご
ろ
の
ご
利
用
に
感
謝
し
て
、

各
駅
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
合
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
22
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
ど
こ
で　

荒
砥
駅
、
長
井
駅
、

宮
内
駅
、
各
駅
構
内

▼
内
容

①
荒
砥
駅

　

荒
砥
高
校
吹
奏
楽
演
奏
、
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行

・
試
乗
、
モ
ー
タ
ー
カ
ー
（
ラ
ッ



　　 広報しらたか　2005.10.12●21

　　 大かまきり

ひが
しね
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき

３歳　「せんせい　おかま！」

保育士「え？せんせい女だよ」

３歳　「？？？」

手には大きなかまきりを持っていた

保育士「○○くん、やせたね」

男の子「うん！ぼく、いまドレッシ

　　　ングしてんだ」

と駆けていった。

トレーニング

セ
ル
車
）
試
乗
、
各
種
売
店
（
駅

前
町
内
会
、
駅
協
力
会
ほ
か
に
よ

る
お
い
し
い
も
の
）

②
長
井
駅

　

長
井
高
校
・
長
井
工
高
・
長
井

小
学
校
吹
奏
楽
演
奏
、
電
動
カ
ー

ト
、
平
山
獅
子
踊
り
、
軌
道
自
転

車
試
乗
、
各
種
売
店
（
地
元
商
店

ほ
か
）

③
宮
内
駅

　

平
山
獅
子
踊
り
、
南
陽
高
校
吹

奏
楽
演
奏
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行
・
試
乗
、
各
種
売

店
（
地
元
商
店
ほ
か
）

④
当
日
終
日
ワ
ン
コ
イ
ン
デ
ィ

（
全
線
片
道
１
０
０
円
）

＊
Ｆ
Ｎ
の
会
々
員
の
か
た
は
当
日

無
料
で
す
！（
会
員
証
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
） 
 

▼
臨
時
列
車
時
刻

下
り
臨
時
列
車
を
運
行
し
ま
す
。

　

赤
湯
駅
発　

午
前
９
時
48
分

　

宮
内
駅
発　

午
前
９
時
54
分

　

長
井
駅
発　

午
前
10
時
20
分

　

蚕
桑
駅
発　

午
前
10
時
31
分

　

鮎
貝
駅
発　

午
前
10
時
35
分

　

荒
砥
駅
着　

午
前
10
時
39
分

＊
各
会
場
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
出
店
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄

道
総
務
課
（
☎
88

－

２
０
０
２
）

荒
高
祭
�
�
案
内

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
金
）
〜
22

日
（
土
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
・
荒
砥

高
校

▼
テ
ー
マ　

覇
天
荒
〜
今
こ
そ
パ

ワ
ー
を
み
せ
て
や
る
!!
〜

▼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
21
日　

午
前
９
時
40
分
〜
11
時

30
分
（
会
場　

中
央
公
民
館
）

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
吹
奏
楽
部

発
表

②
22
日　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

30
分
（
会
場　

荒
砥
高
校
）

　

文
化
部
・
委
員
会
・
ク
ラ
ス
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
企
画
展
示
、
模
擬
店

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
等
学
校

（
☎
85

－

２
１
７
１
）

置
賜
農
業
高
校�

創
立
�
�
�

周
年
記
念
式
典
�
講
演
会

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
午
後
３
時
15
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
農
業
高
等
学
校

体
育
館

▼
内
容

①
記
念
式
典

②
講
演
「
出
会
い
」

　

講
師　

原
田
め
ぐ
み
さ
ん
（
南

陽
市
出
身
・
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
）

＊
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

同
窓
会
事
務
局

（
☎
０
２
３
８

－

42

－

２
１
０
１
）

置
賜
地
域
松
�
�
虫
防
除
対
策

研
修
会

▼
い
つ　

11
月
22
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

ぬ
く
も
り
の
館
姫
城

▼
対
象　

松
林
所
有
者
等
地
域
住

民
、
地
域
の
松
林
保
全
団
体
ほ
か

▼
研
修
内
容

①
松
く
い
虫
被
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

②
松
く
い
虫
被
害
の
防
除
方
法

（
樹
幹
注
入
の
仕
組
み
解
説
及
び

使
用
実
習
）

③
ナ
ラ
類
の
集
団
枯
損
に
つ
い
て

▼
講
師　

　

ヤ
シ
マ
産
業
㈱
東
北
営
業
所　

新
垣　

篤
さ
ん　

ほ
か

▼
し
め
き
り　

11
月
18
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
西
置
賜
森
林
整
備
課
（
☎

88

－

５
１
１
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

in
�
�
�
�

　

や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま

す
。

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
５
時
30
分

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
営
体
育
館

▼
内
容

①
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

世
界
的
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス

ト　

エ
リ
ー
・
リ
ン
さ
ん

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

  

「
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
」

③
お
き
た
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の

発
表

▼
主
催　

山
形
お
き
た
ま
農
業
協

同
組
合
・
花
卉
振
興
会
・
ア
ル
ス

ト
ロ
メ
リ
ア
振
興
部
会

▼
共
催　

や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５
実
行
委

員
会
・
山
形
県
花
き
生
産
連
絡
協

議
会

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま　

生
産
販
売
部
園
芸
課

（
☎
０
２
３
８

－

57

－

４
７
９
３
）

�
�
�
�
�
�
関
�
�
講
演
会

　

社
会
的
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

「
ひ
き
こ
も
り
」
へ
の
理
解
を
高

め
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
午
後
４
時
15
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
２
階

講
堂
（
米
沢
市
）

▼
内
容

講
演
「
引
き
こ
も
り
問
題
に
取
り

組
ん
で

－

展
望
と
課
題

－

」

講
師　

全
国
引
き
こ
も
り
Ｋ
Ｊ
Ｈ

親
の
会　

代
表　

奥
山
雅
久
さ
ん

▼
対
象　

ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
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募　集

▼
申
込
期
間　

10
月
17
日
（
月
）

〜
28
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　

指
定
様
式
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
教
育
委

員
会
に
備
え
付
け
）

＊
昨
年
度
冬
期
利
用
実
績
の
あ
る

団
体
に
は
様
式
を
お
送
り
し
ま
す
。

利
用
調
整
会
議

▼
い
つ　

11
月
10
日
（
木
）
午
後

７
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
対
象　

町
内
利
用
申
込
団
体

（
各
団
体
代
表
１
人
出
席
く
だ
さ

い
。）

＊
な
お
、
申
込
期
間
中
に
必
要
書

類
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
利
用

調
整
会
議
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

町
民
�
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会

参
加
者
募
集

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
（
小
雨
決
行
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
愛
好
者
で
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

把
握
し
て
い
る
か
た

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
申
込
時

持
参
）

▼
定
員　

先
着
80
人

▼
し
め
き
り　

10
月
22
日
（
土
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
／

担
当　

遠
藤（
☎
85

－

２
２
８
１
）

平
成
18
年
度
山
形
県
産
業
技
術

短
期
大
学
校
推
薦
入
学
生
募
集

▼
募
集
人
員

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科　
　

10
人

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
科　

15
人

情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
科　

15
人

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
科　

10
人

▼
試
験
日　

11
月
６
日
（
日
）

▼
出
願
期
間　

10
月
17
日
（
月
）

〜
10
月
28
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
産
業

技
術
短
期
大
学
校
入
試
事
務
局

（
☎
０
２
３

－

６
４
３

－

８
４
３
１
）

おしらせ

の
ご
家
族
・
ご
本
人
、
ひ
き
こ
も

り
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
た

▼
参
加
料　

無
料
（
事
前
申
し
込

み
必
要
）

▼
し
め
き
り　

10
月
19
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保

健
所
地
域
保
健
予
防
課
精
神
保
健

福
祉
担
当
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５
）

地
域
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

養
成
研
修
会

　

福
祉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
15
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
（
長
井
市
）

▼
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
基
調
講
演
、
②
体
験
報
告
、
③

軽
運
動
、
④
分
科
会
、
⑤
全
体
会

▼
主
催　

地
域
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
リ

ー
ダ
ー
養
成
・
育
成
研
修
実
行
委

員
会

▼
申
込
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ご
こ

ろ
サ
ー
ビ
ス
長
井
（
☎
84

－

６
８

４
８
）

▼
そ
の
他　

福
祉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
相
互

交
流
を
目
的
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
11
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

福
祉
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６

０
２
７
）

多
様
�
働
�
方
�
考
�
�
�
�

�
�

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
金
）
午
後

１
時
15
分
〜
午
後
4
時

▼
ど
こ
で　

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

（
山
形
市
）

▼
主
催　

山
形
労
働
局
、
山
形
県
、

21
世
紀
職
業
財
団
山
形
事
務
所
、

雇
用
･
能
力
開
発
機
構
山
形
セ
ン

タ
ー

▼
内
容

①
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
雇
用
管
理

を
考
え
る
〜
ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･

バ
ラ
ン
ス
を
目
指
し
て
〜
」

②
事
例
発
表
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
雇
用
管
理
に
つ
い
て
」

③
行
政
説
明
「
今
後
に
お
け
る
労

働
時
間
の
短
縮
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」

▼
対
象
者　

企
業
の
人
事
労
務
担

当
者
、
関
心
の
あ
る
か
た
（
先
着

１
０
０
人
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

商
工
労
働
観
光
部
雇
用
労
政
課

（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
７
７
）

食
品
標
示
地
域
�
�
�
�
�

　

食
品
表
示
に
関
係
す
る
消
費
者

・
生
産
者
・
流
通
業
者
を
交
え
、

食
品
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
と

同
時
に
「
わ
か
り
や
す
い
表
示
」

の
推
進
に
向
け
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

す
。

▼
い
つ　

10
月
27
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
テ
ル
サ
（
山
形

市
）

▼
内
容

①
基
調
講
演　

日
本
獣
医
畜
産
大

学
応
用
生
命
科
学
部　

沖
谷
明
紘

教
授

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
定
員　

３
０
０
人

▼
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
農

政
局
山
形
農
政
事
務
所
（
☎
０
２

３

－

６
２
２

－

７
２
３
１
）

白
鷹
町
蚕
桑
紬
�
�
�
屋
内
運

動
場
�
冬
期
利
用
�
�
�
�

　

冬
期
（
12
月
〜
３
月
）
の
利
用

申
込
を
受
付
し
ま
す
。

な
お
、
冬
期
間
の
利
用
に
関
し
て

は
、
町
内
団
体
を
優
先
と
し
ま
す
。

ま
た
、
申
込
期
間
終
了
後
、
利
用

調
整
会
議
（
後
述
）
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

家
庭
�
省
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

節
電
し
て
す
て
き
な
賞
品
が
抽

選
で
当
た
り
ま
す
。

▼
対
象　

山
形
県
内
在
住
の
か
た
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＊
労
働
保
険
＝
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
強
制
保
険

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
（
☎
０
２
３

－

６

２
４

－

８
２
２
５
）
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職

業
安
定
所

山
形
県
最
低
賃
金
�
改
正
�
�

�
�

　

10
月
１
日
か
ら
山
形
県
の
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
労

働
者
と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
最
低
賃
金　

１
時
間
６
１
０
円

（
現
行
６
０
７
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

７

１
２
０
）

�
国
�
教
育
�
�
�
��
�
案
内

▼
対
象
者　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

専
修
学
校
な
ど
に
入
学
・
在
学
さ

れ
る
か
た
の
保
護
者
（
年
収
制
限

が
あ
り
ま
す
。）

▼
融
資
額　

学
生
・
生
徒
1
人
に

つ
き
２
０
０
万
円
以
内

▼
返
済
期
間　

10
年
以
内

▼
利
率　

年
１
・
６
５
％
（
平
成

17
年
５
月
10
日
現
在
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
民
生

活
金
融
公
庫
米
沢
支
店
（
☎
０
２

３
８

－

21

－

５
７
１
１
）

期日 時間 講習会 内容 受講料

11月２日（水）

４日（金）

７日（月）

午後７時～９時

（合計６時間）

パソコンの基本と

文字入力コース

パソコン初心者コースです。パソコンに一度も

触れたことがない。文字も入力できない。そんな

方の為のコース。パソコンの名称、機能説明から

キーボードで文字が入力できるまでを講習致しま

す。

\3,000

11月９日（水）

11日（金）

午後７時～９時

（合計４時間）

インターネット・

電子メールコース

文字入力が多少できる方対象コースです。インタ

ーネットの仕組説明から閲覧の仕方。電子メール

ではメールを作成し送信、受信の仕方までを講習

致します。世界中のホームページを閲覧したり外

国とのメールも可能です。

\2,000

11月14日（月）

16日（水）

18日（金）

21日（月）

23日（水）

午後７時～９時

（合計 10 時間）
ワードコース

文字入力が多少できる方対象コースです。簡単な

案内文章の作成から、図を入れた文章。表を取り

入れた文章など、生活で役に立つ文章作成ができ

るまでを講習致します。

\3,000

●テキスト代　各コース2,100円前後

　＊途中で退席しても、受講料、テキスト代は返金できませんのでご了承ください。

●会場　白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）

【情報センター無料開放日】

　毎月第４土曜日　午後１時～４時　インターネットが使い放題！どなたでもご利用いただけます。

■申込・問い合わせ

　白鷹町総合情報センター（☎86－0151・http://www1.shirataka.or.jp/）

　電話番号をお間違いのないようにしてください。

11月のパソコン講習会

▼
参
加
方
法

①
参
加
登
録
（
申
込
受
付　

11
月

　

30
日
（
水
）
ま
で
随
時
）

②
節
電
に
挑
戦

　

節
電
期
間　

10
月
15
日
（
土
）

　

〜
12
月
31
日
（
土
）

③
応
募　

期
間
中
で
一
番
減
っ
た

　

月
の
電
気
の
検
針
票
を
送
る
。

＊
早
く
参
加
を
申
し
込
ん
で
、
節

電
を
す
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
は
拡
大
し

ま
す
。

＊
詳
し
い
参
加
方
法
や
賞
品
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://eny.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
３
７

－

52

－

３
３

２
０
）

10
月
�
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　

労
働
保
険
制
度
は
、
労
働
者
が

業
務
上
・
通
勤
途
上
で
被
災
し
た

場
合
に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
っ

た
り
、
失
業
し
た
場
合
に
必
要
な

保
険
給
付
を
行
う
な
ど
、
職
場
の

安
全
、
雇
用
の
安
定
の
た
め
に
重

要
な
制
度
で
す
。

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
加
入
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
か

た
は
速
や
か
に
お
手
続
き
く
だ
さ

い
。
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�
環
境
�
�
�
�
�
買
物
�
�
�

�
�
�
�実
施
中

お
買
物
の
際
は
、

①
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
。

②
商
品
の
過
剰
包
装
を
辞
退
す
る
。

③
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
（
詰
め

替
え
品
、
再
生
素
材
を
使
用
し
た

商
品
な
ど
）
を
購
入
す
る
よ
う
努

め
る
。

な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動

が
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
環
境
企

画
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３

０
４
３
）

行
政
書
士
�
�
利
用
�
�
�
�

　

行
政
書
士
は
、
役
所
な
ど
に
提

出
す
る
書
類
の
作
成
、
相
談
、
申

請
代
理
等
を
行
い
ま
す
。

　

許
可
や
認
可
を
受
け
る
場
合
や
、

相
続
や
契
約
を
す
る
場
合
の
手
続

き
は
、
複
雑
で
専
門
的
に
な
り
、

法
律
や
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
の

知
識
が
必
要
で
す
。
大
切
な
手
続

き
に
は
、
行
政
書
士
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
行
政
書
士
の
主
な
業
務　

農
地

を
宅
地
に
す
る
場
合
の
申
請
、
建

設
業
の
許
可
申
請
手
続
き
、
自
動

車
登
録
の
申
請
、
契
約
書
や
示
談

高齢者インフルエンザ予防接種のおしらせ

　町では、65歳以上のかたと、60歳から64歳までの心臓・腎臓などに障害があるかたのそれぞれ希望者に、
次のようにインフルエンザ予防接種を行うことになりました。
　
　①対象者
　　○白鷹町に住所を有する65歳以上（接種日において）で接種を希望するかた
　　○60～ 64歳で心臓・腎臓などに障害のあるかた（身体障害者手帳１級程度）で接種を希望するかた
　②申込方法　希望する医療機関に、事前に予約してください。
　③接種医療機関ならびに期間、料金

実施医療機関 接種料金 自己負担額 町助成額
白鷹町内、長井市内（公立置賜長井病院を含む）の医療機関

＊実施期間：10月 15日（土）～平成 18年 1月 31日（火） 2,500 円 1,800 円

700 円

公立置賜総合病院

＊対象者：現在、外来や入院で治療中の患者さんに限る

＊実施期間：11月 1日（火）～ 12月 28日（水）

＊申込方法：診察時、主治医に申し出て予約する

（予防接種だけのかたは対象外になります）

3,000 円 2,300 円

上記以外の医療機関

＊実施期間：10月 15日（土）～平成 18年 1月 31日（火）

医療機関が

所属する市

町村の額

接種料金よ

り町助成額

を差し引い

た額

　　＊ 接種回数　　１回

書
の
作
成
、
内
容
証
明
書
の
作
成

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

県
行
政
書
士
会

長
井
支
部
（
☎
88

－

９
２
６
４
）、

ま
た
は
お
近
く
の
行
政
書
士
へ

�
�
�
�
訂
正

●
広
報
し
ら
た
か
９
月
12
日
号
28

ペ
ー
ジ
「
町
長
随
想
」
で
、
山
形

県
全
体
の
小
・
中
学
生
数
が
「
１

万
６
３
５
９
人
」
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、「
10
万
６
３
５
９
人
」
の

誤
り
で
し
た
。

●
広
報
し
ら
た
か
９
月
22
日
号
お

し
ら
せ
版
４
ペ
ー
ジ
「
総
合
検
診
」

で
、
次
の
予
定
が
抜
け
て
お
り
ま

し
た
。

総
合
検
診
（
結
核
・
肺
が
ん
・
基

本
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
）

▼
月
日　

10
月
28
日
（
金
）

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
町
内　

荒
砥
地
区
／
上
町
、

出
来
町
１
・
２
、
貝
生
１
・
２
・

３
、
東
部
４

▼
受
付
時
間

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

午
後
１
時
〜
２
時（
胃
が
ん
除
く
）

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■問い合わせ
健康福祉課健康推進係
（☎86－0210）
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佳
作　

一
目
惚
れ
そ
の
ま
ま
ふ
た
り
五
十
年　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

物
騒
だ
目
先
を
変
え
て
新
手
サ
ギ　
　
　
　

荒
砥
乙　

丸
山　

正
志

　

〃　

目
標
に
届
い
た
こ
と
の
な
い
貯
金　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

目
く
じ
ら
を
立
て
て
禁
煙
迫
る
妻　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

目
覚
ま
し
を
三
つ
置
い
て
も
起
き
ら
れ
ぬ　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

頑
固
だ
が
孫
に
目
が
な
い
お
爺じ
い

ち
ゃ
ん　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

嬉
し
い
が
あ
あ
目
が
廻
る
孫
五
人　
　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

目
を
皿
に
探
し
て
歩
く
き
の
こ
採
り　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
目
盛
り
戻
っ
て
太
る
秋　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

痛
い
目
に
遇あ

っ
て
始
め
て
詐
欺
と
知
る　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

目
に
涙
負
け
ず
嫌
い
が
悔
し
が
る　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

目
玉
品
だ
け
買
い
レ
ジ
に
立
つ
勇
気　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

秀
逸　

目
に
見
え
ぬ
他ひ

と人
の
情
け
に
手
を
合
わ
せ　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

　

〃　

目
で
合
図　

阿あ
う
ん吽

の
呼
吸
合
う
夫
婦　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

流
行
は
追
わ
ず
低
目
の
靴
を
履
く　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

目
く
ば
せ
を
し
て
順
繰
り
に
席
を
空
け　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

嫁
ぐ
娘
に
母
が
持
た
せ
た
蛇
の
目
傘　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

目
鼻
立
ち
パ
パ
似
マ
マ
似
を
譲
ら
な
い　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

巡
り
合
い
一
期
一
会
の
目
が
う
る
む　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

節
目
だ
な
反
旗
手
に
す
る
子
の
育
ち　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

老
介
護
さ
し
出
す
手
に
も
目
が
う
る
む　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

閻え
ん
ま魔
さ
ま
に
ギ
ョ
ロ
リ
と
嘘
を
睨に
ら

ま
れ
る　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

五
客　

初
給
料
渡
し
母
の
目
う
る
ま
せ
る　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

目
線
替
え
て
見
た
ら
違
っ
た
白
と
黒　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

夕
焼
け
に
母
が
目
刺
し
を
焼
く
匂
い　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

頂
点
ば
か
り
見
る
人
間
の
目
が
濁
る　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

節
目
の
日
こ
っ
そ
り
妻
に
指
輪
買
う　
　
　

足
立
区　

川
村
美
智
子

人
位　

目
の
保
養　

菊
人
形
に
母
を
連
れ　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

地
位　

半は
ん
が
ん眼

の
仏
に
習
い
欲
を
捨
て　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

天
位　

熱
っ
ぽ
く
目
と
目
で
語
る
手
話
弾
む　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

軸　

目
を
入
れ
て
こ
け
し
は
北
の
顔
に
な
る　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

　

次
回
課
題
「
生
」　

十
月
末
日
ま
で　

「
犬
」　

十
一
月
末
日
ま
で

　

一
題
三
句
は
が
き
に
て
届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地
克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

目　
　
　
　

新
野
三
拍
子　

選

門脇厚司先生プロフィ―ル
1940年生　立川町出身
1970年　東京教育大学大学院（博士課程）修了
1991年　筑波大学教授
2003年　東京家政学院筑波女子大学学長
2004年　筑波学院大学学長（現在）
☆主な図書
・『子どもの社会力』（岩波新書）
・『大人の条件；社会力を問う』
　（岩波書店、佐高信氏と共著）
・『社会力（生きる力）が危ない !』（学習研究社）
・『親と子の社会力』（2003.12刊行　朝日選書）

　「社会力」これは門脇先生がつくられた造語で、

「人が人とつながって社会を作っていく力」「今の

社会をよりよい社会にしていこうと考える姿勢・

態度・意欲」と先生は言われます。

　昨年９月には、「今　自分たちの社会力を問う」

をテーマに、さまざまな人たちと良い関係をつく

り普段の生活を楽しくやれること、他者をきちん

と理解し自分のことのように受け止めることが大

切であること、子どもの社会力を育むこと以上に

大人の社会力を高めなければならないことなどを

お話しいただきました。

　そこでもう一度先生をお招きして、子どもの社

会力を育てるために地域の大人は何をなすべきか

を、具体的な事例の紹介を交えてお話いただきま

す。自分たちが今なにができるのか、ぜひ一緒に

考えてみませんか。

白鷹町キャリア教育推進事業

白鷹学講座　パート５

　　門脇厚司講演会

「子どもの社会力を育てる大人とは地域とは～今自分ができること～」

＊入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
●入場整理券取り扱い
　教育委員会、中央公民館、各地区公民館、パワーセンター白鷹　
●定員　200人
●主催　白鷹学企画委員会・白鷹町教育委員会
●共催　白鷹町／山形県市町村自治協会／白鷹町ＰＴＡ連絡協議会／山形県立荒砥高等学校を考える会
■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

●いつ　11月７日（月）午後７時～９時15分
　　　　　　　　　　（開場　午後６時30分） 
●どこで　パワーセンター白鷹
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お
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り
よ
り

　

今
回
の
梅
津
五
郎
画
伯
の
作
品
を

拝
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

作
品
を
一
度
に
拝
見
し
た
の
は
初
め

て
で
し
た
。
ほ
ん
と
に
画
期
的
な
意

義
の
あ
る
事
業
で
し
た
。
御
地
白
鷹

生
ま
れ
と
は
、
な
ん
と
誉
れ
の
高
い

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
白
鷹
の
方
々
は

勿
論
、
山
形
や
東
北
に
住
む
人
々
の

誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
末
永
く
作
品

を
保
管
し
、
多
く
の
方
に
見
て
頂
け

る
よ
う
念
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

文
学
の
力
も
大
き
い
の
で
す
が
、

美
術
や
音
楽
は
直
接
見
て
聞
い
て
体

全
体
で
感
得
で
き
、
影
響
は
格
段
に

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
美
術
館

な
ど
の
施
設
は
、
教
育
こ
と
に
子
供

の
鋭
い
感
受
性
に
訴
え
、
な
ん
ら
か

の
作
業
を
喚
起
し
、
よ
り
水
準
の
高

い
美
的
教
育
を
め
ざ
す
こ
と
も
可
能

で
す
。
幅
広
い
芸
術
的
分
野
の
生
涯

教
育
施
設
と
し
て
、
活
発
な
文
化
活

動
の
拠
点
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

白
鷹
は
す
ば
ら
し
い
自
然
美
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
春
は
桜
、
美
味
し

い
ソ
バ
、
や
や
傾
斜
す
る
見
事
な
田

園
風
景
、
地
元
の
人
た
ち
の
篤あ
つ

い
人

情
、
そ
こ
に
梅
津
五
郎
館
が
建
つ
。

考
え
て
み
れ
ば
《
白
鷹
》
と
い
う
地

名
は
美
し
く
気
高
い
地
名
で
す
。

　

作
品
展
開
催
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
10
月
１
日

白
鷹
町
町
長　

橋
本
光
記
様

●
ご
感
想
文

山
形
美
術
館

　
　
　

梅
津
五
郎
作
品
展
を
見
て

　

と
に
か
く
す
ご
い
作
家
だ
。
会
場

入
り
口
よ
り
入
っ
て
一
枚
一
枚
見
て

行
く
う
ち
に
、
身
体
が
だ
ん
だ
ん
熱

く
な
っ
て
く
る
。
作
家
の
絵
へ
の
思

い
が
直
に
伝
わ
っ
て
く
る
の
だ
。
個

展
（
絵
）
を
見
て
も
そ
ん
な
感
じ
は

め
っ
た
に
は
な
い
。
見
て
い
て
思
い

出
し
た
。
幾
年
か
前
、
福
島
美
術
館

で
関
根
正
二
展
を
見
た
と
き
、
や
は

り
熱
く
な
り
涙
が
出
た
。
そ
れ
は
祈

り
の
よ
う
な
感
動
だ
っ
た
。
し
か
し

こ
の
絵
画
は
、
堂
々
た
る
絵
画
・
美

術
作
品
と
し
て
輝
い
て
い
る
。
若
く

し
て
ふ
る
里
を
出
て
修
練
し
た
と
思

う
が
、
こ
れ
ら
の
絵
は
東
北
・
東
北

人
の
真
骨
頂
を
表
現
し
て
い
る
。
絵

画
の
原
点
と
云
っ
て
も
い
い
。
こ
の

方
は
、
絶
対
に
人
に
お
も
ね
な
い
。

描
き
た
い
か
ら
描
く
。
偉
く
な
り
た

い
と
か
、
売
っ
て
お
金
に
し
よ
う
と

か
一
切
考
え
な
い
人
、
そ
し
て
キ
ャ

ン
パ
ス
を
前
に
悪
戦
苦
闘
、
必
死
の

思
い
で
筆
を
握
っ
た
人
の
よ
う
に
思

え
る
。
私
の
独
断
と
偏
見
か
も
し
れ

な
い
。
自
分
の
目
で
見
た
自
然
や
人

物
な
り
を
、
そ
の
も
の
か
ら
発
す
る

オ
ー
ラ
・
個
性
・
人
間
性
を
徹
底
的

に
自
己
咀そ
し
ゃ
く嚼
を
し
て
、
そ
れ
を
画
布

に
表
現
し
て
ゆ
く
真
っ
正
直
な
創
作

姿
勢
を
感
ず
る
。

　

苦
し
い
態
度
か
も
し
れ
な
い
。
ど

こ
か
立
派
な
壁
面
を
飾
る
た
め
と
か
、

描
か
れ
た
人
の
お
も
わ
く
に
配
慮
す

る
隙
間
が
何
処
に
も
な
い
。
全
く
素

直
に
率
直
に
風
景
と
出
会
い
、
自
分

の
目
で
見
た
風
景
を
自
分
の
中
に
確

実
に
溶
け
込
ま
せ
、
浄
化
す
る
。
そ

し
て
、
絵
筆
に
全
部
を
託
し
て
描
く
。

重
く
鋭
い
作
風
で
あ
る
。
パ
ン
フ
表

紙
の
作
家
の
顔
を
見
る
と
、
ど
う
も

誰
か
に
似
て
い
る
。
土
門
拳
の
目
、

あ
の
鋭
い
目
つ
き
だ
。
土
門
拳
は
、

徹
底
し
た
写
実
の
写
真
家
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
鋭
い
目
と
似

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
絵
を
分
類
す
れ

ば
、
写
実
と
か
具
象
絵
画
に
な
る
の

だ
ろ
う
が
、
こ
の
作
家
は
そ
ん
な
も

の
に
は
頓
着
し
な
い
。
題
も
つ
い
て

い
る
か
ら
そ
の
辺
を
描
い
た
に
違
い

な
い
が
、
そ
れ
は
作
家
の
内
に
あ
る
。

抽
象
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
だ

か
ら
こ
そ
こ
の
絵
は
見
る
人
を
引
き

つ
け
る
の
で
あ
る
。

　

美
へ
の
強
い
あ
こ
が
れ
、
絵
筆
を

握
っ
て
一
筋
に
生
き
る
姿
が
彷ほ
う
ふ
つ彿
す

●9月1日 ▼9月30日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

十　王　加　 　彌太郎　89

荒砥甲　阿　部　と　り　84

鮎　貝　新　野　耕　一　81

横田尻　丸　川　　貞　　77

横田尻　田　勢　正　幸　87

畔　藤　川　井　た　つ　89

荒砥甲　　 山　重　雄　79

荒砥甲　保　科　德　　　87

滝　野　齋　 　す　い　81

畔　藤　佐　 　直右衛門　81

畔　藤　衣　袋　美　智　78

鮎　貝　横　山　せ　　　86
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥甲 沼澤 陽　平 琉
る

　花
か

美音子

高　玉 菊地 秀　憲 埜
の の か

々花冬　子

萩　野 梅津 　悟 星
せい

　那
な

真由美

荒砥甲 齋藤 政　幸 瑛
あき

　仁
ひと

香　織

高　玉 中川 　満 純
じゅん

　大
だい

亜希子

山　口 菅 徳　幸 悠
ゆう

　悟
ご

芳　子

高　玉 青木 孝　好 遥
はる

　奈
な

早　苗

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（菅　　　秀　春　　畔　藤
片　倉　祐　美　　箕和田

（伊　賀　浩　二　　上山市
齋　藤　千賀子　　畔　藤

（衣　袋　良　二　　荒砥乙
手　塚　由　紀　　南陽市

（梅　津　　大　　　萩　野
新　野　真　紀　　畔　藤

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

る
。
だ
ん
だ
ん
終し
ま

い
に
な
っ
て
、
こ

れ
は
梅
原
龍
三
郎
を
超
え
て
い
る
な

と
思
う
。
そ
し
て
、
緑
の
太
陽
の
絵

を
み
て
思
わ
ず
天
才
だ
と
思
っ
た
。

こ
の
作
家
の
持
つ
す
べ
て
を
こ
の
絵

に
描
き
き
っ
た
よ
う
に
思
っ
た
。

　

一
体
こ
の
作
家
を
育
ん
だ
土
壌
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

　

田
や
畠
や
山
・
川
は
す
で
に
モ
ザ

イ
ク
的
に
練
ら
れ
、
竈か
ま

に
入
っ
た
土

器
の
如
く
焼
け
、
そ
し
て
色
彩
豊
か

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
正

に
、
縄
文
の
美
で
あ
ろ
う
。
現
代
の

日
本
の
文
化
は
、
そ
れ
を
原
点
に
育

ま
れ
て
き
て
い
る
。

　

彼
の
故
郷
は
白
鷹
町
浅
立
生
ま
れ

と
あ
る
。
大
い
な
る
白
鷹
町
の
誉
れ

と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
わ
が

山
形
、
そ
し
て
東
北
の
生
ん
だ
文
化

・
遺
産
で
あ
り
、
宝
だ
。
よ
り
多
く

の
人
々
に
見
て
貰
い
た
い
。
そ
し
て
、

未
来
の
人
々
に
と
っ
て
も
希
望
や
夢

に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
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